
　

連
隊
は
、
令
和
八
年
六
月
十
五
日（
月
）

か
ら
六
月
二
十
九
日（
月
）ま
で
の
間
、
第

一
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
、
車
両
に
よ

る
機
動
を
皮
切
り
に
、
徒
歩
行
進
及
び
疲
労

困
憊
化
に
お
け
る
後
方
支
援
活
動
等
に
つ
い

て
演
練
し
た
。

　

災
害
級
の
大
雨
が
降
り
注
ぎ
、
足
場
の
不

安
定
な
道
路
は
川
と
化
し
、
勾
配
の
き
つ
い

坂
道
を
隊
員
達
は
任
務
完
遂
の
気
概
を
も
っ

て
歩
き
続
け
た
。
足
の
皮
も
剥
け
、
肌
は
汗

疹
で
た
だ
れ
る
中
、
行
進
開
始
か
ら
丸
一
日

が
経
っ
た
夕
方
、
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、

約
五
十
㎞
に
及
ぶ
道
の
り
を
完
歩
し
た
。

　

息
つ
く
間
も
な
く
連
隊
は
、
師
団
段
列
地

域
へ
進
入
・
展
開
し
、
陣
地
を
構
築
し
つ
つ
、

野
外
に
お
け
る
後
方
支
援
活
動
の
ほ
か
、
飛

行
隊
と
連
携
し
た
患
者
後
送
、
デ
モ
・
不
審

者
等
対
処
、
ド
ロ
ー
ン
・
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対

処
、
化
学
攻
撃
対
処
等
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
化

で
も「
諦
め
な
い
心
」を
胸
に
、
隊
員
達
は

最
後
ま
で
戦
っ
た
。
進
入
か
ら
二
夜
三
日
が

経
っ
た
朝
、
師
団
長
よ
り
連
隊
の
任
務
を
完

遂
し
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
状
況
は
終
了
し
た
。

　

連
隊
は
、
本

訓
練
で
得
た
経

験
を
糧
に
、
引

き
続
き
任
務
完

遂
に
邁
進
し
て

い
く
。

デモ・不審者対応

徒歩行進

患者後送

除染作業

補給品受領

令和８年度

第１次師団訓練検閲
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逐次更新中!

Contents

連隊長要望事項
各自の職責を果たし、
部隊として任務を完遂せよ

第６後方支援連隊
ホームページはこちらから

第６後方支援連隊ホームページアドレス　https：//ｗｗｗ.mod.go.jp/gsdf/neae/6d/unit_hp/6log_hp/index.html 第６後方支援連隊 検索



がんばる車 大集合支援がんばる車 大集合支援炊事車炊事車

救急車救急車

７t トラック７t トラック

重レッカ重レッカ

５月５日（火）
こどもの日

生
活
生
活
体
験
体
験

　連隊は令和８年４月２日（木）～ 3日（金）の間、
生活体験を実施し、（株）山本製作所の新入社員
９名が自衛隊での生活を体験した。

敬礼は指を揃えて
まっすぐ伸ばすよ！

行進訓練
行ってきます！

第６師団創隊64周年第６師団創隊64周年
神町駐屯地創立70周年記念行事神町駐屯地創立70周年記念行事

　

連
隊
は
令
和
八
年
四
月
十
九
日（
日
）、

第
六
師
団
創
隊
六
十
四
周
年
・
駐
屯
地
創
立

七
十
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
神
町
駐
屯
地
に

対
す
る
理
解
及
び
信
頼
を
獲
得
で
き
た
。

【観閲式】【観閲式】

【装備品展示】【装備品展示】 【観閲行進】【観閲行進】

【散水】【散水】

浄水車浄水車
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連
隊
錬
成
訓
練

第150期及び
第110期（女性自衛官）
陸曹候補生選抜試験

　

連
隊
は
令
和
八
年
四
月
七
日（
火
）に
一
次
試
験（
筆
記
）、
五
月
十
八
日（
月
）～
二
十
日（
水
）の

三
日
間
で
二
次
試
験
を
実
施
し
た
。

　

今
回
の
試
験
か
ら「
戦
闘
教
練
」が
追
加
さ
れ
、
受
験
者
は
安
全
確
実
な
銃
操
作
が
出
来
る
よ
う

真
剣
な
眼
差
し
で
臨
ん
で
い
た
。

　

連
隊
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日（
火
）～
四
月
二
十
五
日（
土
）の

間
で
＃
１
連
隊
錬
成
訓
練
、
令
和
八
年
五
月
二
十
七
日（
水
）～
五
月

二
十
九
日（
金
）の
間
で
＃
２
連
隊
錬
成
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

師
団
検
閲
に
向
け
各
部
隊
で
は
、
現
代
戦
の
様
相
を
基
に
創
意
工
夫
し

た
資
材
等
の
検
証
を
行
っ
て
い
た
。

【ドローン対策のネットを活用した偽装】【ドローン対策のネットを活用した偽装】

【装脱面訓練で鉄帽の脱落防止をしている隊員】【装脱面訓練で鉄帽の脱落防止をしている隊員】

【検問所の運用（捕虜への対応）】【検問所の運用（捕虜への対応）】

分隊教練

体力検定

戦闘教練

総合的総合的なな学習学習のの
時間支援時間支援

【体験搭乗】【体験搭乗】

【運転シミュレータ】【運転シミュレータ】

　５月20日（水）、自動車教習所におい
て総合的な学習の時間支援を実施した。
学生たちは、普段経験できない運転を楽
しんで体験していた。
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Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

▼
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
項

一
　
師
団
訓
練
検
閲
受
閲
出
陣
式

（
六
月
十
二
日
）

二
　
広
報
紙「
出
羽
」一
一
〇
号
の
発
刊
・
発
送

　
　
　
　（
八
月
四
日
）

▼
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章（
春
）

　
松
本
　
惠
太
　
氏（
輸
送
隊
）

（
四
月
二
十
九
日
）

▼
今
後
の
予
定

一
　
令
和
八
年
度
第
二
回
役
員
会
　（
九
月
）

二
　
広
報
紙「
出
羽
」一
一
一
号
の
発
刊
・
発
送

 （
十
月
）

▼
陸
曹
長
へ

第
二
整
備
大
隊
　
　
古
家
隼
之
介

　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
洋
人

補
給
隊
　
　
　
　
　
片
平
　
堅
太

▼
三
等
陸
曹
へ

第
一
整
備
大
隊
　
　
奥
田
　
鳴
音

　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
敢
太

　
　
　
　
　
　
　
　
風
張
　
海
琉

第
二
整
備
大
隊
　
　
土
門
　
孝
太

　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
田
真
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
望
愛

▼
陸
士
長
へ

第
一
整
備
大
隊
　
　
三
本
木
龍
我

　
　
　
　
　
　
　
　
中
上
　
　
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
井
　
悠
隼

　
　
　
　
　
　
　
　
安
喰
　
世
剛

第
二
整
備
大
隊
　
　
中
本
　
隆
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
寺
藍
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
　
逞

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
夕
奈

補
給
隊
　
　
　
　
　
早
川
　
遥
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
　
遼
心

輸
送
隊
　
　
　
　
　
上
小
路
魁
里

衛
生
隊
　
　
　
　
　
本
吉
　
大
翔

　
　
　
　
　
　
　
　
清
見
　
菜
々

令
和
八
年
四
月
一
日
付

昇
任
者
紹
介

昇
任
者
紹
介

輸
送
隊
　
　
　
　
一
曹
　
熊
谷
　
　
誠

長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
第
六
後
方
支
援
連
隊
隊
員
一
同

令
和
八
年
度　

第
１
四
半
期
退
官
者
紹
介

　
輸
送
隊
　
一
曹
　
大
山
　
　
毅

　
私
の
趣
味
は
、
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

　
自
然
の
中
で
非
日
常
を
味
わ
い
な
が
ら
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
テ
ン
ト
な
ど
の
設
営
を
し
、
自
分
で

火
を
起
こ
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
見
た
キ
ャ
ン

プ
飯
を
家
族
に
ふ
る
ま
い
、
暗
く
な
っ
た
ら
星
空

の
も
と
、
焚
火
を
囲
ん
で
お
酒
を
嗜
む
。
最
高
で

す
。
自
衛
隊
に
い
る
と
演
習
で
も
野
外
に
宿
泊
し

ま
す
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
物
で
す
。
と
は
い

い
な
が
ら
も
、
演
習
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を

キ
ャ
ン
プ
に
活
か
す

こ
と
も
で
き
ま
す
し
、

そ
の
逆
も
然
り
で
す
。

今
は
自
宅
近
傍
で
の

キ
ャ
ン
プ
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ

ン
プ
場
に
、
観
光
が

て
ら
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

衛
生
隊
　
一
曹
　
村
田
　
孝
之

　
石
山
士
長
は
、

い
つ
も
笑
顔
で
明

る
く
親
し
み
や
す

い
雰
囲
気
で
、
後

輩
か
ら
の
信
頼
も

厚
く
、
よ
く
い
じ

ら
れ
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
。
ど

ん
な
仕
事
も
器
用

に
こ
な
し
、
治
療
隊
の
通
信
陸
士
と
し
て
頼
れ
る

存
在
で
す
。さ
ら
に
、准
看
護
師
を
目
指
し
て
日
々

努
力
を
重
ね
る
？
衛
生
隊
の
ま
さ
に
若
き
有
望
株

で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
成
長
と
活
躍
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
、

ま
さ
に＂
伸
び
し
ろ
し
か
な
い
〟名
物
隊
員
で
す
。

第
二
整
備
大
隊
　
三
曹
　
杉
原
　
成
美

　
私
の
特
技
は
餃
子
を
作
る
こ
と
で
す
。

　
一
か
ら
餡
を
作
り
、
自
分
で
く
る
ん
だ
餃
子
は
、

お
酒
や
白
米
と
一
緒
に
食
べ
る
と
格
別
で
、
色
々

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
る
と
楽
し
い
で
す
。

　
こ
こ
で
、
私
が
発
見
し
た
お
い
し
い
餃
子
を
作

る
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。
そ
れ
は
餡
の
味

付
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
先
に
ひ
き
肉
に
好
み

の
味
を
つ
け
、
粘
り
が
で
る
ま
で
よ
く
こ
ね
て
く

だ
さ
い
。
最
後
に
野
菜
を
さ
っ
く
り
混
ぜ
合
わ
せ

る
と
、
野
菜
か
ら
余
分
な
水
分
が
出
る
こ
と
な
く
、

お
い
し
い
餃
子
に
な
り
ま
す
。
肉
に
味
を
つ
け
る

時
に
野
菜
と
合
わ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
あ
げ
る

と
、
さ
ら
に
お

い
し
い
餃
子
に

な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
親
子
で

作
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
と
っ

て
も
楽
し
い
で

す
。

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

連
隊
本
部
付
隊
　
曹
長
　
大
沼
　
淳
彦

息
子
　
大
沼
　
來
夢

　
僕
は
、
現
在
公
式
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
平
日
・
休
日
は
練
習
、
試
合
と
忙
し
い
で

す
が
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
特
に

お
父
さ
ん
は
、
練
習
や
試
合
へ
の
送
迎
・
審
判
を

し
て
く
れ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
た
り
い
ろ

ん
な
所
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
試
合
で
活
躍
し
て
、
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
も

体
に
気
を
付
け

て
、
訓
練
と
趣

味
の
山
菜
採
り

頑
張
っ
て
ね
！

こ
ん
な
特
技
あ
り
ま
す
！

こ
ん
な
特
技
あ
り
ま
す
！

私私
のの
趣
味
趣
味

隊隊
員員
家家
族族
のの

声声

我
が
隊
の
名
物
隊
員

我
が
隊
の
名
物
隊
員

【石山士長】【石山士長】
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